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(57)【要約】

【課題】簡素化された構造で測定対象物の近接、接触及

び押し込み量を正確に検知することができる近接・接触

センサを提供する。

【解決手段】自己容量測定方式により静電容量を検出し

て測定対象物の近接、接触を測定する近接・接触センサ

１において、近接・接触センサ１の上面側に配設され、

スイッチングによりグラウンド又は検出回路１０６のい

ずれかに接続される上部電極１０１と、上部電極１０１

に対向して近接・接触センサ１の下面側に配設され、上

部電極１０１のスイッチングに対応して、検出回路１０

６又は測定電圧と同位相の電圧のいずれかにスイッチン

グにより切り替えられる下部電極１０２と、上部電極１

０１と下部電極１０２との間に配設される弾性体１０３

とを備える。

【選択図】図１１
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